






:はじめに: 

健全な咬合の育成を目指す乳幼児歯科保健は、歯のみでなく、歯肉の健康や咬合の構造的､

機能的発達に対する観点を欠いては成り立たない。 

口腔の健全発達とその障害は、基本的「食」のなかに求められる。発達期の歯科疾患の共

通の背後には、現代食を特徴づける栄養素の濃縮と紛砕加工化にともなって生じた、口腔

内環境汚染の進行と口腔機能量の低下が存在している。したがって､従来より主な標的とさ

れてきた歯の汚れに加えて､歯と顎骨の不調和は、口腔の健全な発達を障害するもう一つの

大きな要因となっており､いずれも食行動や保健行動､およびこれらをとりまく環境要因に

よって、様々に影響されていると思われる｡ 

このような観点から､昨年度において､3 歳児の歯科疾患と食生態、保健行動との関係を解

析した結果、齲蝕、歯肉炎、および不正咬合はそれぞれ、保健意識、汚れ､歯と顎骨の不調

和などの合成因子によって強く支配されていることを示した｡しかし､期待に反して､永久

歯咬合期では確認されている歯と顎骨の不調和の齲蝕発生への関与は､この時期にはまだ

不明のままに残された｡そこで、本年度は､乳幼児歯科保健に関わる要因についての考察を

深めるために､この時期につづく発達期の歯科疾患とその要因との関わりについての解析

を行った｡ 


